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主な内容

あの時・この時
～震災復興の願いが込められたロマン花火（右上、平成２３年８月）と今年のロマン花火（左上・中央、今年８月）～
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　町指定の避難場所は１１カ所です。地震や洪水などの

災害ごとに分かれています。いざという時のために、

確認しておきましょう。

▼地震による避難の場合：芳賀中学校や第二体育

　館、芳賀町工業団地管理センター、水橋分館な

　ど１１カ所

▼洪水による避難の場合：芳賀町工業団地管理セ

　ンター、水橋分館など５カ所（高台にある避難所）

　大雨や地震などの非常時には、テレビやラジオ、情

報無線などの緊急情報に注意してください。

　

　自分の身は自分で守るという「自助」の考え方に基

づき、各家庭では、家族３日分相当の食料と飲料水の

準備をしてくださるようお願いします。

　火災予防条例の改正により、７月１日から屋外でイベントで火気を取り扱う場合は、消火器の準

備と届出が必要になりました。詳細はお問い合わせください。

■コンロ、フライヤー、発電機などの火気を取

り扱う露店には、消火器を準備してください。

■祭礼、縁日、花火大会、展示会、学校行事、

自治会のイベントなど屋外において、火気を

取り扱う露店を開設する場合は、届出が必要

です。

総務課地域安全対策係　【☎028(677)6029】

真岡消防署芳賀分署　【☎028(677)0212】

避難場所一覧

施 設 名 所 在 地 地震 洪水

町民会館 祖母井５４８－１ ○ ○

芳賀東小学校 祖母井３８８ ○ ○

ロマンの湯 上延生１６０ ○ ×

芳賀中学校 与能８５５－１ ○ ×

芳賀町第二体育館 与能８６１－１ ○ ×

生涯学習センター 下高根沢２５５２ ○ ×

芳賀町工業団地
管理センター

芳賀台９８ ○ ○

芳賀北小学校 芳志戸１０３０ ○ ×

ＪＡはが野
すこやか南高 上稲毛田８２５ ○ ○

芳賀南小学校 西水沼４１ ○ ×

生涯学習センター
水橋分館

西水沼２２５４ ○ ○

備蓄を心がけましょう

屋外のイベントで火気を使用する時は
　　　　　　　　消火器の準備と届出が必要です

消
火
器
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芳
賀
町
の
夏
の
夜
空
を
彩

る
「
ロ
マ
ン
花
火2014

」

が
、
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
表
紙
写
真
左
上
・

中
央
）。

　

花
火
大
会
は
、
昭
和
41
年

に
町
商
工
会
祖
母
井
支
部
が

祖
母
井
神
社
の
夏
祭
り
に
奉

納
す
る
か
た
ち
で
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
主
催
者
は
町

商
工
会
か
ら
町
観
光
協
会
に

代
わ
り
、
秋
祭
り
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
（
写
真
⑤
）。
た

く
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
東

日
本
大
震
災
震
災
の
あ
っ
た

年
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
紙
写

真
右
上
）。

　

今
年
は
尺
玉
も
打
ち
上
げ

ら
れ
、
地
域
の
お
は
や
し
会

が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た

（
写
真
①
・
②
）。
ま
た
、
町

内
の
由
緒
あ
る
山
車
・
花
屋

台
４
基
が
集
合
し
、
一
段
と

活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。（
写

真
③
・
④
）。
地
域
の
人
々

の
心
意
気
に
よ
っ
て
、
夜
空

に
開
く
大
輪
の
花
々
が
よ
り

一
層
輝
き
ま
す
。

▲かつて行われていた祖母井神社夏祭り

（平成２４年）

▲延生地蔵尊夜待ち盆踊り大会

（今年８月）

１・２　地域のおはやし会

３・４　集合した町内の
　　　山車・花屋台

５　秋祭りでの花火大会
　　（平成１３年）

　

平
成
24
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
祖
母
井
神

社
の
夏
祭
り
な
ど
は
貴
重
な
歴
史
で
す
。
関

東
３
大
夜
祭
り
と
い
わ
れ
た
延
生
地
蔵
尊
盆

踊
り
は
、
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
行
事
は
人
手

不
足
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
伝
統
文
化
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

伝
統
の
夏
祭
り
・
盆
踊
り

１

２

３

４

５
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女

田中　トセさん
（101 歳）芳志戸

黒﨑　ことさん
（100 歳）芳志戸

直井　キヨさん
（100 歳）西高橋

沼能　フクさん
（101 歳）西水沼

97
歳

小
川　

ミ
チ
（
東
水
沼
）

旧
部　

ト
ク
（
与　

能
）

齊
藤
キ
ツ
ノ
（
下
高
根
沢
）

櫻
井
ハ
ツ
エ
（
稲
毛
田
）

佐
藤　

シ
ゲ
（
東
水
沼
）

瀧
田　

フ
ミ
（
下
高
根
沢
）

田
口　

モ
ト
（
稲
毛
田
）

96
歳

阿
久
津
ヨ
シ
（
下
高
根
沢
）

阿
島　

タ
マ
（
下
高
根
沢
）

菖
蒲　

シ
ゲ
（
下
延
生
）

稲
川　

サ
ハ
（
与　

能
）

稲
田　

フ
ヂ
（
祖
母
井
）

大
嶋
き
み
子
（
西
水
沼
）

大
根
田
ハ
ツ
エ
（
西
高
橋
）

清
田　

ク
ラ
（
与　

能
）

黒
﨑　

ウ
タ
（
東
高
橋
）

小
堀　

ナ
ミ
（
芳
志
戸
）

鈴
木
美
代
子
（
東
高
橋
）

綱
川　

ツ
ヤ
（
八
ツ
木
）

土
井　

タ
ミ
（
稲
毛
田
）

道
明　

フ
ユ
（
与　

能
）

95
歳

加
藤　

ひ
さ
（
稲
毛
田
）

黒
﨑　

ツ
ギ
（
下
高
根
沢
）

菅
谷　

マ
サ
（
西
高
橋
）

鈴
木
ヨ
シ
ノ
（
上
稲
毛
田
）

螺
良　

ナ
ミ
（
下
高
根
沢
）

手
塚　

フ
ヂ
（
西
水
沼
）

平
野　

シ
ン
（
稲
毛
田
）

水
沼　

キ
チ
（
東
高
橋
）

水
沼　

登
久
（
下
延
生
）

水
沼　

フ
ヨ
（
下
延
生
）

水
沼　

マ
ス
（
東
高
橋
）

横
倉　

岱
子
（
西
高
橋
）

94
歳

赤
澤　

ト
シ
（
稲
毛
田
）

阿
久
津
サ
ワ
（
与　

能
）

阿
久
津
千
代
子
（
西
高
橋
）

小
田
島
ハ
ル
（
東
水
沼
）

梶
村　

ハ
ツ
（
東
高
橋
）

内
川　

ト
リ
（
下
高
根
沢
）

大
久
保
ト
ク
（
稲
毛
田
）

大
塚　

テ
ル
（
西
高
橋
）

大
根
田
キ
ン
（
東
高
橋
）

粕
谷　

ト
ヨ
（
稲
毛
田
）

郷
間
カ
ミ
ノ
（
東
水
沼
）

小
林　

ア
サ
（
下
高
根
沢
）

齋
藤　

リ
ツ
（
八
ツ
木
）

笹
沼　

キ
ミ
（
下
高
根
沢
）

塩
田　

リ
キ
（
上
延
生
）

島
田　

喜
代
（
西
高
橋
）

関
口
カ
ツ
イ
（
稲
毛
田
）

髙
松　

サ
キ
（
八
ツ
木
）

髙
松　

マ
サ
（
下
高
根
沢
）

戸
田
ソ
ノ
子
（
稲
毛
田
）

中
園
シ
ゲ
子
（
祖
母
井
）

生
井　

ミ
ネ
（
給　

部
）

見　

ヨ
シ
（
稲
毛
田
）

水
沼　

キ
ク
（
東
高
橋
）

矢
口　

キ
ク
（
下
延
生
）

山
口　

チ
ヨ
（
西
水
沼
）

涌
井　

ミ
キ
（
稲
毛
田
）

92
歳

赤
澤　

シ
ケ
（
下
延
生
）

阿
久
津
タ
ケ
（
西
高
橋
）

天
光　

キ
ミ
（
稲
毛
田
）

飯
野　

ナ
ミ
（
東
水
沼
）

伊
沢　

ヨ
シ
（
稲
毛
田
）

内
山　

ケ
サ
（
芳
志
戸
）

大
髙　

ミ
ツ
（
東
水
沼
）

岡
田　

シ
マ
（
芳
志
戸
）

菊
地　

サ
ワ
（
芳
志
戸
）

菊
地
ハ
ツ
ノ
（
東
水
沼
）

髙
坂　

セ
イ
（
稲
毛
田
）

小
谷　

ミ
ツ
（
東
水
沼
）

小
林　

ケ
イ
（
東
高
橋
）

小
林　

ト
ミ
（
稲
毛
田
）

小
筆　

イ
ヱ
（
下
高
根
沢
）

小
堀　

ミ
ツ
（
芳
志
戸
）

小
堀　

モ
ト
（
下
高
根
沢
）

関
矢　

ト
ミ
（
八
ツ
木
）

髙
野　

ク
ニ
（
下
延
生
）

91
歳

荒
井　

一
子
（
西
水
沼
）

石
川　

ト
シ
（
上
延
生
）

稲
川　

タ
ネ
（
与　

能
）

稲
川　

リ
キ
（
与　

能
）

大
嶋　

エ
イ
（
上
稲
毛
田
）

大
塚　

ユ
キ
（
西
高
橋
）

大
谷
津
サ
ク
（
芳
志
戸
）

岡
田　

博
子
（
東
水
沼
）

小
川
マ
サ
イ
（
東
水
沼
）

荻
野
目
マ
ツ
（
下
高
根
沢
）

岡　

コ
ウ
（
下
延
生
）

金
子
ト
ミ
イ
（
下
高
根
沢
）

菊
地
フ
ヂ
イ
（
東
水
沼
）

君
島　

ツ
ネ
（
祖
母
井
）

國
安　

ア
ヤ
（
下
高
根
沢
）

黒
﨑　

タ
カ
（
東
水
沼
）

小
関　

タ
イ
（
祖
母
井
）

小
玉
キ
ミ
エ
（
祖
母
井
）

小
玉　

敬
子
（
祖
母
井
）

齋
藤　

笑
子
（
東
高
橋
）

酒
井
一
二
三
（
東
水
沼
）

佐
藤　

シ
ン
（
祖
母
井
）

渋
谷
ふ
く
よ
（
稲
毛
田
）

関
本　

静
子
（
上
延
生
）

髙
久　
　

綾
（
祖
母
井
）

髙
瀬　

ミ
ネ
（
祖
母
井
）

田
谷　

ア
サ
（
上
延
生
）

槌
谷　

キ
ミ
（
与　

能
）

手
塚　

ク
ニ
（
西
水
沼
）

直
井　

キ
ミ
（
下
高
根
沢
）

永
井
キ
ミ
子
（
東
水
沼
）

西
原
ミ
ツ
ノ
（
西
水
沼
）

塙　

ミ
ヤ
ノ
（
下
延
生
）

藤
本
美
惠
子
（
稲
毛
田
）

船
生　

二
美
（
下
高
根
沢
）

矢
口　

チ
セ
（
上
稲
毛
田
）

山
﨑　

雅
子
（
与　

能
）

𠮷
澤　

サ
キ
（
下
高
根
沢
）

吉
住　
　

玉
（
祖
母
井
）

吉
永　

チ
ヨ
（
稲
毛
田
）

大
鐘　

キ
ノ
（
稲
毛
田
）

大
金　

ミ
キ
（
祖
母
井
）

大
島　

ア
キ
（
西
水
沼
）

大
根
田
イ
シ
（
西
高
橋
）

大
根
田
イ
ネ
（
与　

能
）

大
根
田
絹
子
（
西
高
橋
）

大
根
田
キ
ヨ
（
西
高
橋
）

大
根
田
タ
マ
（
西
高
橋
）

大
根
田
ト
ヨ
（
祖
母
井
）

尾
島　

キ
ヌ
（
八
ツ
木
）

加
藤
ミ
チ
ヨ
（
芳
志
戸
）

加
藤　
　

紋
（
祖
母
井
）

君
嶋　

せ
い
（
与　

能
）

黒
﨑　

ト
ミ
（
東
水
沼
）

黒
崎　

光
江
（
芳
志
戸
）

小
池　

タ
ミ
（
下
高
根
沢
）

小
林　

ア
キ
（
東
水
沼
）

小
林　

サ
ト
（
東
高
橋
）

小
林　

ト
シ
（
東
高
橋
）

塩
田
惠
美
子
（
上
延
生
）

塩
田　

キ
ノ
（
与　

能
）

清
水　

タ
ネ
（
下
高
根
沢
）

菅
谷　

イ
ト
（
西
高
橋
）

鈴
木　

コ
ウ
（
西
高
橋
）

鈴
木　

ヨ
ネ
（
上
稲
毛
田
）

関
本　

サ
タ
（
稲
毛
田
）

髙
久　

キ
ノ
（
上
延
生
）

手
塚　

ミ
ス
（
西
水
沼
）

寺
門　

ト
ミ
（
祖
母
井
）

戸
　

イ
ネ
（
東
高
橋
）

豊
田　

靜
子
（
下
延
生
）

直
井　

ク
ニ
（
西
高
橋
）

中
里　

フ
ク
（
東
水
沼
）

仁
平　

ヨ
シ
（
西
高
橋
）

信
末
ハ
ツ
ヱ
（
東
水
沼
）

廣
田　

シ
ゲ
（
西
高
橋
）

福
田　

ゲ
ン
（
祖
母
井
）

藤
田
ヤ
ス
子
（
下
高
根
沢
）

丸
山　

フ
ミ
（
稲
毛
田
）

水
沼　

キ
ミ
（
東
高
橋
）

水
沼　

甲
子
（
東
高
橋
）

矢
口　

ツ
ネ
（
給　

部
）

金
鋪　

チ
カ
（
稲
毛
田
）

川
上　

ヤ
ス
（
下
延
生
）

岸　
　

イ
ネ
（
西
水
沼
）

熊
谷　

ハ
ナ
（
与　

能
）

黒
﨑　

ア
キ
（
下
高
根
沢
）

黒
﨑　

シ
ナ
（
東
水
沼
）

黒
﨑
ハ
ツ
イ
（
与　

能
）

小
池　

サ
ワ
（
東
水
沼
）

小
林　

ヨ
ネ
（
東
高
橋
）

小
筆　

キ
ノ
（
下
高
根
沢
）

塩
田　

キ
イ
（
西
水
沼
）

志
田
ヨ
ネ
子
（
祖
母
井
）

神
保　

ト
ミ
（
与　

能
）

 

又　

ス
イ
（
下
高
根
沢
）

菅
谷
と
く
子
（
稲
毛
田
）

杉
山　

美
好
（
西
水
沼
）

髙
久

志
子
（
祖
母
井
）

髙
久　

マ
サ
（
下
高
根
沢
）

髙
松
ケ
イ
子
（
東
高
橋
）

髙
松　

昌
子
（
東
高
橋
）

髙
松
リ
ヤ
ウ
（
八
ツ
木
）

田
口　

ア
キ
（
稲
毛
田
）

田
崎　

ト
モ
（
芳
志
戸
）

綱
川　

ユ
キ
（
稲
毛
田
）

手
塚　

ユ
キ
（
下
延
生
）

直
井　

ト
シ
（
与　

能
）

直
井　

マ
イ
（
西
高
橋
）

沼
能　

嘉
久
（
下
高
根
沢
）

北

ヨ
シ
ヱ
（
給　

部
）

増
渕　

ア
サ
（
下
高
根
沢
）

水
沼　

勝
子
（
東
高
橋
）

水
沼　

フ
ク
（
下
高
根
沢
）

水
沼　

ヤ
ス
（
東
高
橋
）

宮
田　

テ
ル
（
八
ツ
木
）

向
田　

美
江
（
上
稲
毛
田
）

矢
口　

敏
子
（
東
水
沼
）

矢
口　

モ
ト
（
東
水
沼
）

山
口
ミ
チ
子
（
稲
毛
田
）

渡
辺
ト
キ
イ
（
八
ツ
木
）

　
　
　
　
　

女
性
264
人
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長 
寿 

万 

歳

長 
寿 

万 

歳

男

大根田國兵さん
（104 歳）西高橋

向田　マツノさん
（103 歳）八ツ木

　

９
月
15
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

ご
高
齢
の
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。
今
の
日
本
そ
し
て
芳
賀
町

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
、
感
謝
と
敬
意
の
心
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

（
年
齢
基
準
日
９
月
１
日
・
８
月
27
日
現
在
・
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

99
歳

景
山　

廣
光
（
祖
母
井
）

98
歳

上
野　

正
三
（
西
高
橋
）

黒
﨑　

幸
一
（
芳
志
戸
）

小
筆　

三
男
（
東
水
沼
）

山
本
利
三
郎
（
稲
毛
田
）

97
歳

岩
村　

一
英
（
稲
毛
田
）

鈴
木　

辰
治
（
西
高
橋
）

96
歳

齊
藤　

隆
一
（
下
高
根
沢
）

95
歳

大
根
田　

進
（
西
高
橋
）

髙
橋　

光
輝
（
西
高
橋
）

94
歳

稲
川　

竹
雄
（
上
延
生
）

大
髙　

善
吉
（
芳
志
戸
）

関
本　

一
三
（
上
延
生
）

田
中　
　

久
（
西
水
沼
）

水
田　

武
雄
（
西
水
沼
）

93
歳

大
根
田
圭
司
（
西
高
橋
）

大
根
田
秀
一
（
西
高
橋
）

齊
藤　

雅
男
（
下
高
根
沢
）

田
口　
　

清
（
稲
毛
田
）

田
﨑　
　

勲
（
与　

能
）

沼
能
德
三
郎
（
下
高
根
沢
）

99
歳

石
下　

ク
ラ
（
稲
毛
田
）

大
畑　

ト
ミ
（
下
延
生
）

菊
地　

チ
ヨ
（
東
水
沼
）

黒
﨑　

ま
さ
（
祖
母
井
）

98
歳

稲
川　

シ
ズ
（
稲
毛
田
）

上
野　

ア
キ
（
東
高
橋
）

大
塚　

ナ
ツ
（
与　

能
）

豊
田　

ト
シ
（
稲
毛
田
）

七
井　

ト
メ
（
与　

能
）

若
桝　

シ
ノ
（
稲
毛
田
）

岡　

セ
ン
（
稲
毛
田
）

黒
﨑　

ト
ク
（
下
高
根
沢
）

黒
﨑　

ヨ
シ
（
下
高
根
沢
）

小
玉　

フ
ミ
（
稲
毛
田
）

小
林　

チ
ヨ
（
東
高
橋
）

小
筆
マ
ツ
ノ
（
下
高
根
沢
）

鈴
木　

薫
子
（
下
高
根
沢
）

鈴
木
ヒ
サ
イ
（
上
稲
毛
田
）

手
塚
シ
ヤ
ジ
（
西
水
沼
）

細
谷　

キ
ン
（
祖
母
井
）

水
沼　

ゲ
ン
（
稲
毛
田
）

93
歳

磯　

ハ
ズ
イ
（
芳
志
戸
）

玉
﨑
ウ
メ
ノ
（
祖
母
井
）

玉
﨑　

ミ
サ
（
稲
毛
田
）

塚
原　

ミ
ネ
（
祖
母
井
）

綱
川　

ソ
ノ
（
稲
毛
田
）

永
岡　

チ
ヨ
（
下
高
根
沢
）

野
口　

チ
ヨ
（
下
高
根
沢
）

𣘺
本　

ヒ
ロ
（
上
延
生
）

羽
石　

シ
ン
（
上
稲
毛
田
）

平
野　

シ
ズ
（
八
ツ
木
）

廣
田　

ハ
ル
（
西
高
橋
）

横
田　

靜
江
（
東
水
沼
）

若
林　

リ
キ
（
稲
毛
田
）

渡
辺　

愛
子
（
祖
母
井
）

90
歳

赤
羽　

ト
シ
（
稲
毛
田
）

秋
山　

ミ
ツ
（
東
水
沼
）

阿
久
津
テ
ル
（
稲
毛
田
）

阿
久
津
ハ
マ
（
祖
母
井
）

阿
久
津
ヨ
ネ
（
西
高
橋
）

石
川　

フ
チ
（
稲
毛
田
）

板
𣘺
八
千
代
（
西
水
沼
）

板
橋　

ヨ
ネ
（
西
水
沼
）

稲
川　

ミ
ツ
（
西
水
沼
）

岩
村　

弘
子
（
稲
毛
田
）

岩
村
ヨ
シ
子
（
稲
毛
田
）

大
岩　

ト
ク
（
稲
毛
田
）

吉
永
ハ
ル
ヱ
（
稲
毛
田
）

若
桝　

サ
タ
（
東
水
沼
）

89
歳

阿
久
津
タ
ケ
（
西
高
橋
）

浅
山
ハ
ツ
イ
（
西
高
橋
）

有
坂　

ハ
ル
（
東
水
沼
）

飯
嶋　

イ
ネ
（
稲
毛
田
）

稲
川　

キ
尹
（
東
水
沼
）

稲
川　

良
子
（
下
延
生
）

岩
渕　

千
代
（
下
延
生
）

大
根
田
タ
ケ
（
西
高
橋
）

柿
沼
滿
利
枝
（
稲
毛
田
）

加
藤　

マ
ツ
（
給　

部
）

宮
田　

朝
司
（
八
ツ
木
）

92
歳

青
山　

才
次
（
下
高
根
沢
）

阿
久
津
一
郎
（
八
ツ
木
）

稲
川　
　

（
与　

能
）

大
島　

義
明
（
西
水
沼
）

大
関　

勝
正
（
西
高
橋
）

大
関　

允
歛
（
西
高
橋
）

加
藤　

好
一
（
祖
母
井
）

鈴
木　
　

幸
（
上
稲
毛
田
）

髙
𣘺　
　

勇
（
稲
毛
田
）

髙
松　

光
一
（
八
ツ
木
）

水
沼　

新
吉
（
下
延
生
）

水
沼
文
仁
エ
門
（
稲
毛
田
）

水
沼　

義
夫
（
東
高
橋
）

山
口　
　

清
（
東
水
沼
）

吉
住　

誠
一
（
祖
母
井
）

吉
永　

博
茂
（
与　

能
）

91
歳

石
川　

光
夫
（
下
高
根
沢
）

稲
川　

芳
一
（
東
水
沼
）

岩
渕　
　

功
（
下
延
生
）

大
島　
　

博
（
西
水
沼
）

大
根
田
由
亥
（
稲
毛
田
）

岡
田　

純
一
（
東
水
沼
）

君
島　
　

貢
（
東
水
沼
）

神
保　

俊
男
（
与　

能
）

関　
　

誠
一
（
下
高
根
沢
）

關
本　

幸
平
（
東
高
橋
）

手
塚　

太
平
（
西
水
沼
）

直
井　
　

明
（
与　

能
）

町
井　

眞
民
（
西
水
沼
）

桺
沢　

健
二
（
下
高
根
沢
）

和
地
榮
次
郎
（
上
稲
毛
田
）

90
歳

阿
久
津
友
久
（
芳
志
戸
）

大
根
田
武
雄
（
西
高
橋
）

加
藤　
　

旭
（
下
高
根
沢
）

小
林　

三
雄
（
東
高
橋
）

笹
嶋　
　

雄
（
東
高
橋
）

野
澤　
　

健
（
下
延
生
）

水
沼　
　

清
（
東
高
橋
）

89
歳

石
川　

靜
夫
（
東
水
沼
）

石
下　
　

眞
（
東
水
沼
）

稲
川　

眞

（
与　

能
）

稲
川　

勇
次
（
東
水
沼
）

大
根
田
辰
幸
（
西
高
橋
）

大
野
谷　

力
（
東
高
橋
）

小
川　

秋
義
（
東
水
沼
）

亀
山　

清
助
（
稲
毛
田
）

栗
𠩤　
　

清
（
八
ツ
木
）

黒
﨑　
　

昇
（
与　

能
）

菅
谷
倉
太
郎
（
稲
毛
田
）

菅
谷　

完
好
（
西
高
橋
）

鈴
木　

義
男
（
西
高
橋
）

関
矢　

武
利
（
八
ツ
木
）

髙
松　

勝
夫
（
八
ツ
木
）

武
田　
　

博
（
下
高
根
沢
）

西
谷　

清
一
（
西
高
橋
）

平
野　
　

喬
（
東
水
沼
）

北
　

良
作
（
給　

部
）

丸
田　

昌
宏
（
祖
母
井
）

矢
口　

益
雄
（
東
水
沼
）

山
﨑　

光
雄
（
下
高
根
沢
）

吉
永　

昇
八
（
祖
母
井
）

渡
部　

省
一
（
下
高
根
沢
）

　
　
　
　
　　

男
性
85
人
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大根田國兵さん（104歳）向田マツノさん（103 歳）佐藤シゲさん（97 歳）

　
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
な
方
々
の
暮
ら
し
方
を
参
考

に
、
今
か
ら
生
活
習
慣
を
改
め
、
気
の
持
ち
方
を
工
夫

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

國
兵
さ
ん
は
、
98
歳
か
ら
６

年
間
町
の
最
高
齢
者
で
す
。
今

で
も
部
屋
の
ト
イ
レ
に
は
自
分

で
行
く
こ
と
が
で
き
、
声
に
も

張
り
が
あ
っ
て
ま
だ
ま
だ
元
気

で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

マ
ツ
ノ
さ
ん
は
、
町
の
女
性

最
高
齢
者
で
す
。
今
年
６
月
に

庭
で
転
ん
で
歩
行
が
少
し
困
難

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
元
気
を

取
り
戻
し
ま
し
た
。
ご
飯
を
お

い
し
く
食
べ
て
よ
く
寝
る
こ
と

が
元
気
の
源
で
す
。

　

シ
ゲ
さ
ん
は
、
夫
を
亡
く
し

た
10
年
前
か
ら
生
き
が
い
サ
ロ

ン
に
通
い
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ

り
や
折
り
紙
を
し
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
の
こ
と
や
庭
の
草
む

し
り
も
で
き
ま
す
。
電
話
で
の

や
り
取
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
ほ
ど
お
元
気
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
高
齢
化
社
会
を
受
け
入

れ
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
も
が
「
健

康
で
長
生
き
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
体
の
病
気
や
認

知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
か
ら
準
備
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

制
度
、
教
室
や
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
間
だ
れ
で
も
老
い
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で

す
。「
自
分
に
は
ま
だ
ま
だ
関
係
な
い
」「
国
や
町
が

何
と
か
し
て
く
れ
る
」
な
ど
と
思
っ
て
い
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
よ
り
よ
い
未
来
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
一

人
一
人
が
25
年
後
の
社
会
を
想
像
し
、
考
え
て
行
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
考
え
て
、

今
か
ら
行
動
し
よ
う
！

元
気
な
高
齢
者
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
と
め

事業内容 問い合わせ先

・総合検診　　　　

・ウェルネス運動教室

・栄養教室　　　　

・エンジョイスリム教室

健康福祉課

健康係

☎ 028(677)6042

・介護予防ケアマネジメント

・生きがいサロン　

・介護予防教室

・元気アップ教室

高齢者支援課

地域包括支援センター係

☎ 028(677)6080

・介護認定　　　

・高齢者の日常生活支援　

（老人クラブ、手押し車補助、

　福祉タクシー助成、

　緊急通報装置貸与など）

高齢者支援課

介護保険係

☎ 028(677)6015

▲エンジョイスリム教室の様子

▲介護予防講座の様子
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９
月
の
第
３
月
曜
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
こ
の
祝
日

は
昭
和
29
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
当
時
は
「
と
し
よ

り
の
日
」
と
い
う
名
称
で
し
た
。
昭
和
39
年
に
現
在
の

「
敬
老
の
日
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
前
ペ
ー
ジ
に
89
歳
以
上
の
方
々
の
お
名
前
を

掲
載
し
ま
し
た
。
昨
年
と
比
較
す
る
と
28
人
（
男
性
1 7

人
・
女
性
11
人
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
「
元
気
で
長
生
き
」
の
町
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
敬
老
の
日
を
機

会
に
、
こ
れ

か
ら
の
生
き

方
を
思
い
描

き
、
ご
家
族

で
話
し
合
っ

て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　

広
報
は
が
８
月
号
で
、
人
口
減
少
と
少
子
化
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
・
少
子
化
と

共
に
重
大
な
課
題
と
し
て
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。「
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」
が
発
表
し
た
芳

賀
町
の
人
口
推
移
で
は
、
２
０
２
５
年
に
65
歳
以
上

の
人
口
が
最
も
多
く
な
り
、
10
年
後
の
２
０
３
５
年

に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
５
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
人
口
減
少
も
加

わ
り
、
高
齢
化
率
が
37
％
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
世
代
が
３
人

で
２
人
の
高
齢
者
を
支
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
社
会
が
到
来
し
ま
す
。

高
齢
化
の
ピ
ー
ク
は
？

0～14 15～64 65～74 75～

18,000

14,000

4,000

2,000

2,133 1,985 1,792 1,626 1,491 1,396 1,322

6,438
7,040

8,377

2,599

9,966

24.52％
1,782

2,149

2,222 2,244

2,649
2,977

1,827

7,472

1,644

3,005

1,788

2,803

7,840

2,295

4,944
4,804

4,649
4,591

2,199

9,153

28.41％
32.26％

高齢化率
65歳以上

34.31％ 34.90％
35.53％

37.17％

2010 2015 2020 20302025 2035 2040

6,000

8,000

10,000

12,000

16,000

0

65歳以上
人口ピーク

75歳以上
人口ピーク

芳賀町の少子化・高齢者の推移
（人）

（年）
（歳）

▲生きがいサロンの様子

特集

元
気
に
生
き
よ
う
！

高
齢
化
社
会

高
齢
化
社
会

元
気
に
生
き
よ
う
！

第
１
弾

企
画
課
情
報
広
報
係
【
☎
０
２
８(

677)

６
０
９
９
】
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ファミリーサポートセンター提供会員養成研修を開催します

　ファミリーサポート事業は、子どもの保護者が「おねがい会員」として、子育てのお手伝いを

したい人が「まかせて会員」として登録し、町がその橋渡し役となって会員同士が地域の中で子

どもの世話を、一時的に有料で相互に援助しあうものです。

　「まかせて会員」になるためには、研修を受けていただく必要があります。地域ぐるみの子育てにご

協力いただける方は、ぜひ参加をお願いします。たくさんの方のお申し込みをお待ちしています。

【持 参 物】印鑑　　　【申込期間】９月１日（月）～３０日（火）

【研修日程】

研修申込方法：役場２階こども育成課で申込書に必要事項を記入し、提出してください。

　　　　　　　申込時に詳しいご説明をいたします。

地域みんなで、子育てを応援しよう

こども育成課児童保育係　【☎028(677)6024】

①買い物などリフレッシュや、学校行事に出かける時の預かり
②保護者の病気や、冠婚葬祭などの急用時の預かり
③保育施設や習い事への送迎
④保育施設の時間外や休日、学校の放課後の預かり
⑤そのほか、育児に関して必要な援助

援助できる内容

月曜日から金曜日までの午前 7時から午後 7時まで…………1時間あたり６００円
上記以外の時間、土曜日、日曜日、祝日および年末年始……1時間あたり７００円（実費負担あり）

利用料金

おねがい会員の自宅・まかせて会員の自宅・子育て支援センターおよび子育てひろば（開設時間内）
※宿泊は行いません。

お子さんの預かり場所

◆おねがい会員（育児の手助けをしてほしい人）

 【対　象】町内在住または在勤で、生後６か月～小学６年生までの児童の保護者
 【持参物】保護者の写真・お子さんの写真（３×２．５㎝）各１枚
◆まかせて会員（育児のお手伝いをしたい人）

 【対　象】町内在住または在勤の、心身ともに健康で積極的に支援活動を行うことができる２０歳以上の人
 【持参物】印鑑、資格を持っている人は証明できるもの（例：保育士、看護師）
◆どっちも会員

 【対　象】急用の時は子どもを預かってほしいけれど、時間がある時に子どもを預かることができる人

会員になるには 会員登録の受付は、こども育成課で行います。

日　　時 場　　所 研　修　科　目 講　　師

１０月１０日（金）

  ８ ：４５～ 役場大会議室 開講式

 ９：００～１２：００ 役場大会議室
普通救命講習 
※最新の受講日から３年経過してい
ない人は受講が免除となります。

芳賀地区広域行政組合
消防本部　芳賀分署職員

１０月１７日（金）
 ９：３０～１２：００

町民会館
研修室

子どもの発育と病気
　・母子支援制度について
　・家庭支援のポイント
　・小児看護の基礎知識

町保健師

１３：３０～１５：３０
子どもの心の発達とかかわり
～発達障害の理解とかかわり～

臨床心理士

１０月２４日（金）

 ９：３０～１０：３０

町民会館
研修室

子どもの栄養と食生活 町栄養士

１０：４０～１１：４０ 子どもの世話～安全・事故～ 祖母井保育園長

１３：３０～１５：３０ 幼児期の発達の特性と遊び 幼児教育センター 幼児教育専門員

１５：４０～１６：００ 閉講式
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町内保育園

入園の要件

■保育時間

１２月　聞き取り調査

　　　 入園判定会

 ２月　入園決定

■乳児保育

■軽度障害児保育

■各保育園に看護師を配置

■書類の入手先

■給食

　保育園は、保護者が仕事や病気などにより、家庭でお子さんの保育ができないときに保護者に代

わって保育を行う施設です。

　平成２７年度から「子ども・子育て支援新制度」開始に伴い、新しい保育制度が始まります。保

育園などでの保育を希望される場合は、入園申込とあわせて保育認定（支給認定申請）を受ける必

要があります。

保護者が次の要件に該当し、同居の家族も保育ができない場合が入園の対象です。

（１）仕事をしている　　　　　　　　　　　　　（２）妊娠中や出産のとき

（３）病気やけが、または心身に障害があるとき　（４）家庭で病人や障害者の世話をしているとき

（５）その他、お子さんの保育ができない特別な事情があるとき

月曜日～土曜日　７：００～１９：００

※南高根沢ひばり保育園は１９：３０まで

１８：００以降は延長保育料がかかります。

土曜保育は、各園で別途申込が必要です。

（１）保育園入園申込書

（２）支給認定申請書

（３）勤務証明書、自営業等就労申立書

　　 親のほか、６５歳未満の同居の祖父母、

　　 おじ・おばの証明も必要です。

（４）その他

　①軽度障害児保育を希望する人、お子さん

　　の発育に心配のある人は、母子健康手帳、

　　療育手帳（ある人）を持参してください。

　②町内在住で、他市町の保育園への入所を

　　希望する人、その他特別な事情がある人

　　は、こども育成課へご相談ください。

生後５７日目から保育

集団生活が可能な児童が対象

※祖母井・南高根沢ひばり・みずはし保育園で実施

お子さんの健康管理などの相談を随時お受けし

ています。

親子で保育士と面接し入園理由や家族状況・発育状況を確認します。

保育の必要性を確認し、希望する園の利用調査をします。

入園できるかをお知らせします。

※現在、保育園を利用していて継続利用を希望する場合も支給認定申請が必要となります。

　在園児童には後日、利用している保育園を通して詳しいお知らせをします。

所 芳賀町大字祖母井２９３－１

☎ ０２８（６７７）０２２０　年 ０～５歳　　

所 芳賀町大字西水沼２２４１－１

☎ ０２８（６７８）０５１１　年 ０～５歳　

※ 所 所在地、　☎ 電話番号、　年 保育年齢

所 芳賀町大字芳志戸１０２４

☎ ０２８（６７７）１４０７　年 ０～５歳　

所 芳賀町大字西水沼２４２２－６

☎ ０２８（６７８）１１１４　年 ０～２歳　　

● こども育成課　　● 町内の各保育園
● 町ホームページ

　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｈａｇａ．ｔｏｃｈｉｇｉ．ｊｐ

完全給食（３歳児以上は主食費を各園で徴収）

保育の内容

申し込み後の流れ

入園申込に必要な書類

入園申込

町内の

芳賀町立　祖母井保育園 社会福祉法人 絆の会　南高根沢ひばり保育園

社会福祉法人 ミドリ福祉会　第三ミドリ保育園社会福祉法人 上野福祉会　みずはし保育園

保 育 園

■受付期間　１０月１日（水）～３１日（金）
■受付場所　こども育成課・町内各保育園

こども育成課児童保育係 【☎028（677）6024】
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税務課町民税係 【☎ 028(677)6013】

税務課資産税係 　【☎ 028(677)6078】
農政課農業振興係　【☎ 028(677)1110】

町県民税の特別徴収（給与天引き）について

　平成２７年度から県内全市町で、個人住民税の特別徴収義務者の一斉指定を実施します。事業

者と従業員の皆さんのご理解をお願いします。

　平成２６年９月以降に指定対象事業者に対し、指定予告通知書を発送します。

　税額の計算は町が行います。従業員ごとに年税額と毎月特別徴収（給与天引き）していた

だく額をお知らせします。

１ 普通徴収の場合は、年税額を４回に分けて納付していただきますが、特別徴収は１２回に

　 分けて納付となるので、１回あたりの負担が少なくなります。

２ 毎月の給与から差し引かれるため、納め忘れがなくなります。

　近年、建物の屋根以外に太陽光発電システムを設置する人が多くなりました。田畑・山林など

に設置を検討する場合は、必ず事前に農政課にお問い合わせください。

　太陽光発電システムを設置した場合には、税制面で注意事項があります。

その１　土地に設置した場合、その土地は雑種地とし

て評価されるため、課税される固定資産税額

が変わります。

その２　１０キロワット以上の発電システムを設置し

た場合、システムの所有者は償却資産（固定

資産税）の申告が必要になります。

次の条件に該当する事業主は、申出によって特別徴収を行わないこともできます。

１ 常時２人以下の家事使用人のみに給与を支払う場合

２ 下記の普通徴収（個人納付）を認める者を除いた人数が２人以下の事業所など

次の条件に該当する従業員については、当面、普通徴収が認められます。

１ 毎月の給与支払額が少なく、税額を天引きしきれない人

２ 給与が毎月支給されていない人（不定期受給者）

３ 専従者給与を支給されている人

４ 他から支給される給与から特別徴収されている人

　従業員の個人住民税について、給与支払者が毎月の給与から税額を天引きし、市町へ納付

する制度です。原則、すべての従業員が対象となります。

指定対象：所得税の源泉徴収義務のある給与支払者

特別徴収とは？

事業主は税額の計算をする必要はありません

従業員の方にとって便利な制度です

太陽光発電システム設置の注意点

11 2014.9 広報はが

都市計画課都市計画係 【☎ 028(677)6020】

　近年、少子高齢化に伴い全国的に空き家が増加しており、社会問題となっています。

　町が昨年１０月に各自治会の協力を得て、町内の空き家の実態調査を行った結果、平成２５年

１１月現在で全世帯の２．８％にあたる１４６戸の空き家が確認されました。

　町では、増え続ける空き家の対策として、有効活用の支援と適正管理の指導・助言を行ってい

きます。

　昨年行った調査では、有効活用の可能性があると思われる空き家もあり、所有者へのアンケー

トでは、売買や賃貸などを希望する人は将来的な希望も含め約６０％を占めています。

　そこで、町では平成２６年７月から「空き家バンク」事業を開始しました。

　空き家バンクに登録した家には、リフォームや家財処分に対する補助制度もあります。詳細は、

都市計画課にお問い合わせいただくか町ホームページをご覧ください。

　現在「空き地等の環境保全に関する条例」に基づいて空き家やその敷地の管理指導を行ってい

ますが、住宅の管理・利用には不都合な部分があります。そのため、空き家の調査や管理指導を

適切・円滑に行えるよう、空き家に関する条例の制定を検討しています。

　空き家所有者の皆さん、安全衛生・防犯の観点からも適正な管理のご協力をお願いします。

※町は物件の紹介や相談を行いますが、契約・交渉の媒介などは行いません。

※売買・賃貸の契約が成立するまでは、所有者が責任を持って管理してください。

　空き家の売却または

賃貸を希望する所有者

などからの申し込みに

より登録された空き家

情報を、空き家の利用

を希望する人に提供す

る制度です。

「空き家バンク」
開始のお知らせと
適正管理のお願い

空き家バンク

適正管理

空き家所有者

空
き
家
を

協 

定

売
り
た
い

貸
し
た
い

利用希望者

空
き
家
を

買
い
た
い

借
り
た
い

空き家バンク窓口

芳賀町
都市計画課

栃木県宅建協会加盟事業者
（仲介）

登録の募集
情報の提供

利用者登録

利用申込み

空き家の詳細な情報
登録申込み

利用希望者の情報

仲介・契約・連絡調整 仲介
・契
約・
連絡
調整

空き家バンクとは

リフォーム補助金

・工事費の１／２（上限５０万円）

家財処分費用補助金

・費用の１／２（上限１０万円）
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保
育
園
で
夕
涼
み
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互
助
会

健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

【
７
月
18
日
（
金
）
み
ず
は
し
保
育
園
】

　

雨
が
降
り
、
園
庭
の
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

室
内
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

か
き
氷
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
楽
し
そ

う
に
お
買
い
物
を
す
る
園
児
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
講
堂
で
は
練
習
し

て
き
た
盆
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
カ
メ
ラ

や
ビ
デ
オ
に
わ
が
子
を
収
め
る
保
護
者

で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

【
７
月
18
日
（
金
）
祖
母
井
保
育
園
】

　

雨
の
た
め
、
屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
園
児
た
ち
は

遊
戯
室
で
盆
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
お
み

こ
し
を
担
い
だ
り
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
士
が

用
意
し
た
ゲ
ー
ム
や
お
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
ほ
か
、
消
防
団
員
か
ら
綿
あ
め
を
も

ら
い
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

【
７
月
25
日
（
金
）
南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園
】

　

こ
の
日
は
は
が
ま
る
く
ん
が
遊
び
に

来
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
は
が
ま
る
く
ん
の
応

援
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思

い
に
作
っ
た
お
み
こ
し
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
担
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
や
金
魚
す
く
い
な
ど
、
縁
日
の
屋

台
で
思
う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
（
土
）
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
互
助
会
で
健
康
ハ
イ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
ハ
ン
タ
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
塩
原
ユ
リ
パ
ー
ク
に
行

き
ま
し
た
。

　

リ
フ
ト
の
下
は
、
緑
の
じ
ゅ
う

た
ん
で
色
と
り
ど
り
の
ユ
リ
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。
木
陰
で
昼
食
を

取
り
、
帰
り
は
湯
っ
ぽ
の
里
の
足

湯
で
疲
れ
を
取
り
ま
し
た
。

芳
賀
危
険
物
保
安
協
会
が

消
火
器
寄
贈

　

７
月
23
日
（
水
）
昨
年
京
都
府
福
知
山
市
に
お
い
て
花
火

大
会
で
の
火
災
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
芳
賀
危
険
物

保
安
協
会
が
町
に
消
火
器

５
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
当
協
会
が
危
険

物
を
販
売
・
取
り
扱
う
団
体

と
し
て
、
地
域
の
防
火
思

想
の
普
及
と
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
住
民
の
安
全
・

安
心
を
推
進
す
る
た
め
、
郡

内
各
市
町
に
消
火
器
を
寄

贈
し
た
も
の
で
す
。

　

道
の
駅
は
が
は
、
道
の
駅
と
し
て
認
定
さ
れ
て
か
ら
15
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
道
の
駅
と
し
て
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
財
団
法
人
日
本
道

路
協
会
か
ら
平
成
26
年
度

功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
（
金
）
役
場
で
道

の
駅
は
が
山
崎
駅
長
と
坪

川
副
町
長
が
、
県
真
岡
土
木

事
務
所
岡
田
所
長
か
ら
表

彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
舞
い
を
奉
納

八
雲
神
社
太
々
神
楽

　

８
月
２
日
（
土
）
稲
毛
田
の
八
雲
神
社
で
、
恒
例
の
夏
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
が
集
ま
り
、
日
が

落
ち
る
頃
か
ら
、
本
殿
横
の
神
楽

殿
で
太
々
神
楽
が
始
ま
り
ま
し
た
。

暗
闇
に
浮
か
ん
だ
舞
台
で
は
、
笛

や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
、
次
々

と
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅
は
が
が
功
労
賞
受
賞
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８
月
３
日
（
日
）
真
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
で
行
わ
れ
た
郡

市
民
体
育
祭
開
会
式
で
、
今
年
度
の
社
会
体
育
功
労
者
の
表
彰

が
あ
り
、
高
野
英
夫
さ
ん
（
西
高
橋
）
が
受
彰
し
ま
し
た
。

　

高
野
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
り
、
西
高
橋
体
育
協
会
役
員
と
し

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

熱
気
球
搭
乗
体
験

　

７
月
19
日
（
土
）
旧
与
能
小
学
校
で
、
熱
気
球
の
搭
乗
体

験
を
行
う
「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が
、
の
ぶ
幼
稚
園
に
通
う

親
子
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
熱
気
球
を
愛
す

る
地
域
の
有
志
が
の
ぶ
幼
稚
園
に

働
き
か
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力

で
実
現
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
朝
７
時
か
ら
順
番

に
熱
気
球
に
搭
乗
し
、
約
５
分
間

の
空
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
か
ら
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え
て

稲
毛
田
自
治
会
救
急
救
命
講
習
会

　

７
月
20
日
（
日
）
稲
毛
田
自
治
会
主
催
に
よ
る
救
急
救
命

講
習
会
が
、
稲
毛
田
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

身
近
な
人
の
万
が
一
に
備
え
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

を
地
域
の
皆
さ
ん
に
習
得
し
て
も

ら
お
う
と
、
消
防
芳
賀
分
署
救
急

隊
員
の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
大
変
勉
強
に
な
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
で

実
践
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

明
日
の
芳
賀
町
の
農
業
を
考
え
る
会
議

　

７
月
31
日
（
木
）
役
場
で
「
明
日
の
芳
賀
町
の
農
業
を
考

え
る
会
議
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
日
本
の
農
業

が
直
面
し
て
い
る
担
い
手
不
足

や
遊
休
農
地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
町
の
農

業
振
興
に
つ
い
て
協
議
す
る
た

め
町
長
が
設
置
し
ま
し
た
。
県

農
業
士
、
Ｊ
Ａ
は
が
野
各
部
会

長
な
ど
各
組
織
の
代
表
者
ら
19

人
で
組
織
さ
れ
、
町
長
へ
の
提

言
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
禁
止
で
す
！

廃
棄
物
監
視
員
活
動

　

７
月
31
日
（
木
）
町
廃
棄
物
監
視
員
12
人
が
、
県
道
芳
賀

バ
イ
パ
ス
で
ポ
イ
捨
て
防
止
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
班
に
分
か
れ
歩
道
脇
の
ご

み
を
回
収
し
な
が
ら
、
行
き
交

う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ポ
イ
捨
て
防

止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

朝
７
時
か
ら
の
約
１
時
間
の

活
動
で
、
回
収
し
た
ご
み
の
量

は
袋
10
個
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
が
社
会
体
育
功
労
者
表
彰
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﹇
敬
称
略
﹈

◆
郡
市
民
体
育
祭

期
日
／
８
月
３
日
（
日
）

場
所
／
各
市
町
施
設

結
果
／
優
勝
種
目

・
軟
式
野
球
（
下
高
根
沢
体
協
）

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
サ
ッ
カ
ー

・
剣
道

・
弓
道

◆
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

期
日
／
７
月
２９
日
（
火
）

場
所
／
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
鹿
沼

結
果
／
優
勝
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◆
関
東
中
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

種
目
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
子
）
ペ
ア

　
　
　
　
鈴
木
崇
浩
・
鈴
木
響
介
ペ
ア

　
　
　
　
増
渕
悠
冬
・
勝
　
太
一
ペ
ア

　

　

　
陸
上
競
技
　
１
年
女
子
走
幅
跳

　
　
　
　
岡
田
奈
南

　
　
　
体
操
男
子
団
体

結
果
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

　
１
回
戦
　
　
２
ー
０

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
代
表
中
根
台
中
学
校

　
２
回
戦
　
　（
代
表
決
定
戦
）
２
ー
１
　

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
代
表
栄
進
中
学
校
　

　
準
々
決
勝
　
１
ー
２
　

　
　
　
　
　
　
東
京
都
代
表
駿
台
学
園
中
学
校

第
５
位
入
賞
（
全
国
大
会
出
場
）

※
全
国
大
会
は
、
８
月
２２
日
か
ら
２４
日
ま
で

高
知
県
で
行
わ
れ
、
ベ
ス
ト
８
に
な
り
ま
し

た
。

◆
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
大
会

期
日
／
７
月
３
日
（
木
）

場
所
／
総
合
運
動
公
園

結
果
／
優
　
勝
　

　
　
　
　
橋
本
一
郎
（
寿
楽
会
）

　
　
　
準
優
勝
　

　
　
　
　
大
根
田
登
喜
子
（
福
寿
草
）

　
　
　
第
３
位
　

　
　
　
　
佐
藤
ミ
チ
（
八
雲
会
）

◆
平
成
２５
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
ウ
オ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン

全
国
３
位
　
湯
澤
菜
摘
（
芳
賀
北
小
）

記
録
１
，１
３
２
㎞
／
245
日

※
昨
年
度
１
年
間
で
泳
い
だ
距
離
を
競
う
種

目
で
、
１
日
あ
た
り
４．６
㎞
を
泳
ぎ
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

▲県大会優勝（芳賀中バレーボール部）

▲鈴木崇浩・鈴木響介ペア

▲増渕悠冬・勝　太一ペア

▲岡田奈南さん

▲湯澤菜摘さん

▲男子体操団体

▲

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▲

剣
道
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町
内
各
地
の
盆
踊
り

【
８
月
２
日
（
土
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
而
今
荘
（
稲
毛
田
）】

　

絶
好
の
お
祭
り
日
和
と

な
っ
た
こ
の
日
、
毎
年
恒
例

の
納
涼
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

子
供
会
育
成
会
や
民
生
児

童
委
員
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
プ

ル
メ
リ
ア
の
会
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
参
加
し
て
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
お

揃
い
の
法
被
を
着
て
、
一
緒

に
体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

【
８
月
17
日
（
日
）
与
能
観
音
寺
盆
踊
り
】

　

芳
賀
秩
父
三
十
四
観
音
霊
場
の
第
13
番
札
所
で
も
あ
る
観

音
寺
で
は
、
境
内
に
役
員
さ
ん
が
集
ま
り
や
ぐ
ら
や
提
灯
を
設

置
し
た
り
、
子
供
会
育
成
会
が
焼
き
そ
ば
を
焼
い
た
り
し
ま
し

た
。

　

午
後
６
時
か
ら
盆
踊

り
が
始
ま
り
、
お
そ
ろ

い
の
法
被
を
着
た
子
ど

も
達
が
、
お
は
や
し
保

存
会
の
奏
で
る
太
鼓
の

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
り

ま
し
た
。

　

８
月
15
日
（
金
）
西
水
沼
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

西
水
沼
自
治
会
恒
例
の
納
涼
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
水
沼
お
は
や
し
会
に
よ

る
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
舞
台
を
囲

み
踊
り
ま
し
た
。
芳
賀
南
小

学
校
児
童
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

風
船
す
く
い
や
か
き
氷
な

ど
の
出
店
の
ほ
か
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
行
わ
れ
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

真
岡
市
の
竹
真
陽
工
房
代
表
菅
谷
清
康
さ
ん
か
ら
、
竹
で

作
っ
た
立
体
的
な
は
が
ま
る
く
ん
の
絵
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

竹
は
り
画
と
は
、
孟も
う

宗そ
う

竹
と
真
竹
を
板
状
に
し
た
も
の
に
焦

げ
目
を
付
け
た
り
焼
き
を
入
れ
た
り
し
て
表
現
す
る
も
の
で
す
。

　

菅
谷
さ
ん
は
道
の
駅
は
が
で
個
展
を
開
い
た
記
念
に
、
こ
の

作
品
を
作
成
し
ま

し
た
。
役
場
の
会

議
室
に
飾
り
ま
し

た
。

稲
毛
田
「
谷
中
花
を
愛
す
る
会
」

活
動
紹
介

お
詫
び
と
訂
正

今
年
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た

西
水
沼
自
治
会
納
涼
祭

竹
は
り
画
は
が
ま
る
く
ん
寄
贈

　

稲
毛
田
谷
中
地
区
で
組
織
し
て
い
る「
谷
中
花
を
愛
す
る
会
」

で
は
、
地
域
の
道
路
脇
に
作
っ
た
広
場
に
毎
年
花
を
植
え
、
定

期
的
に
除
草
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
は
あ
ず
ま
や

を
増
設
し
、
快
適
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

収
穫
し
て
、
そ
ば
や
か
き
氷

と
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

９
月
に
は
新
米
と
サ
ン
マ
で

収
穫
祭
を
行
う
そ
う
で
す
。

　

広
報
は
が
８
月
号
11
ペ
ー
ジ
「
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
委

嘱
」
の
記
事
に
お
い
て
、
当
サ
ポ
ー
タ
ー
関
年
子
さ
ん
（
下
高

根
沢
）
と
大
林
節
子
さ
ん
（
八
ツ
木
）
の
写
真
掲
載
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▲大林節子さん
（八ツ木）

▲関年子さん
（下高根沢）
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学校教育目標　やさしい子　考える子　たくましい子
めざす児童像　●自分も他人も大切にし、仲間とともに高まる児童
　　　　　　　●すすんで学び、確かな学力を身に付ける児童
　　　　　　　●命、人権を大切にし、心身ともに健康な児童
スローガン　　時を守り　場を清め　礼を正す
めざす教師像　●芳賀東小学校のよき伝統を継承し、その発展に尽くす教師
　　　　　　　●自ら学び、同僚と協力し創意工夫に励む教師
　　　　　　　●子どもの心を受け止め、子どもと共に伸びる教師
　　　　　　　●わかる授業を実現する教師
　　　　　　　●子ども・保護者・地域・同僚から信頼される教師
めざす学校像　　児童が学びたくなる、保護者が子どもを通わせたくなる、教職員が勤めたくなる学

校を目指す。そのためには、「子ども一人一人の学びを保障する。そして、すべての
子どもが授業に参加する学校」「安全で安心な学校」「秩序のある学校」の３つを学校
づくりの３原則とする。

　町内の各小中学校ではそれぞれ「学校経営概要」の中で学校運営の構想を立て、校長のリーダーシップの

もと、先生方と児童生徒、保護者、地域、教育委員会がそれぞれの役割で教育目標の実現のために努力し

ています。

　紙面の都合上、内容の全てを紹介することはできませんが、子どもたちの夢をかなえるための現在の教育

への取り組みを、今月からシリーズでご紹介します。

　総合情報館では、９月２１日（日）まで夏の特別展「わが町　学校のあゆみ」を開催しています。

　当時の資料とともに芳賀町の学校教育の歩んだ姿を振り返ることができますので、ぜひ足をお運びください。

　町では、さまざまな学習機会を提供するために生涯学習講演会を

開催しています。人権や男女共同参画、国際理解など普段の生活で

は改めて考えることが少ないものをテーマにしています。

　本年度は、昨年好評だった「地球のステージ」の続編を開催しま

す。初めて参加する方でも聞きやすく、大人も子どもも楽しめる内容

になっていますので、お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

　国際医師ボランティア桑山紀彦氏が、世界で起きているさまざまな出来事を、大画面にビデオ

やスライドで写し出し、語りと曲で構成していく「映像と音楽のシンクロ」ステージです。

　昨年・一昨年に引き続きの講演で、今回は第４弾。ジャワ島中部震災救援編、終わらない貧困編、

パキスタン震災復興編、パレスチナ編３、自転車日本一周編の５部構成による充実した内容です。

　世界で起きている真実を、見て、聞いて、感じる機会にいかがでしょうか。

地球のステージ４～果てなき回帰～

１０月３日（金）芳賀町民会館ホール

開場１４：２０   開演１４：５０　

入場無料　※事前申込要

教育委員会からこんにちは
学校経営概要

教育委員会事務局こども育成課【☎ 028(677)6024】

生涯学習課生涯学習係【☎ 028(677)0009】

生涯学習課から

芳賀町立芳賀東小学校 （児童数３７５名　職員３０名）　「学校経営の概要」抜粋

生涯学習講演会を開催します
平成２６年度生涯学習講演会
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◆ 活  動  日／毎週水曜日

◆ 活動時間／９：００～１１：３０

◆ 活動内容／高齢者向けお弁当の調理

◆ 活動場所／農業者トレーニングセンター調理室

◆ ボランティア登録人数／２２人

　「男の料理教室」に町社会福祉協議会が参加し、調理実習

で作ったものを地域へ「おすそ分け」したことをきっかけに、

平成５年に配達ボランティアと共に始まりました。

　お弁当のメニューは、季節の食材を使い、栄養面を考え、

衛生面にも十分注意しながら作っています。

　メニュー表やさまざまなお知らせを掲載し、学童保育に来

ている子どもたちに色塗りをしてもらっている手紙「やすらぎ」

を一緒に渡すなど、お弁当をより楽しんでもらえるような工夫

をしています。

　最終回は、第３分団を紹介します。

私たち芳賀町消防団です
総務課地域安全対策係　【☎028(677)6029】

▲

第
３
分
団
第
１
部

　（
東
水
沼
）

　
阿
部
剛
志
部
長
（
団
員
15
人
）

▲

第
３
分
団
第
２
部

　（
西
水
沼
・
北
長
島
）

　
手
塚
靖
人
部
長
（
団
員
15
人
）

▲

第
３
分
団
第
３
部

　（
西
高
橋
・
打
越
新
田
）

　
小
野
瀬
哲
矢
部
長
（
団
員
15
人
）

▲

第
３
分
団
第
４
部

　（
東
高
橋
）

　
綱
川
祥
史
部
長
（
団
員
15
人
）

ボランティア２４時　
調理ボランティア

［特徴］
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▲三余師徳の碑

※「三余」とは、勉強に励むべき余暇（冬・夜・雨の日）のこと。

新着図書
一般書

　その他多数入荷していますので、ぜひご利
用ください。

９月の休館日
１・８・１６・２２・２９日

◎敗者たちの季節　　 あさの　あつこ
◎春遠からじ 北原　亞以子
◎春の庭 柴崎　友香
◎非写真 高橋　克彦
◎悟浄出立 万城目　学

◎かえってきたへんしんトンネル 
あきやま　ただし

◎みずくみに 飯野　和好
◎しょうてんがいはふしぎどおり 

内田　麟太郎
◎ぼくのマルコは大リーガー 

小林　しげる
◎ニンジャとさるとびすすけ 

みやにし　たつや
ＴＲＣ週刊全点案内より転載

児童書

水
底
の
棘

著
：
川
瀬　

七
緒

（
講
談
社
）

著
：
鎌
田　

歩　

（
小
学
館
）

損
傷
の
激
し
い
水
死
体
を
見
つ
け

た
法
医
昆
虫
学
者
の
赤
堀
京
子
。

解
剖
医
と
鑑
識
は
絞
殺
後
に
川
へ

捨
て
ら
れ
た
も
の
と
推
定
す
る

が
、
赤
堀
は
別
の
見
解
を
打
ち
出

す
。
捜
査
本
部
は
被
害
者
の
所
持

品
か
ら
、
赤
堀
は
ウ
ジ
と
微
生
物

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
捜
査
を
開
始

す
る
。

火
事
の
連
絡
を
受
け
て
初
め
て

出
勤
し
た
、
新
型
の
レ
ス
キ
ュ
ー

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ぷ
る
た
く
ん
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
大
型
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
は
煙
の
中
へ
迷
わ
ず
飛

び
こ
ん
で
い
く
の
に
、
何
も
で

き
な
い
ぷ
る
た
く
ん
で
し
た
が

…
。

※
Ｔ
Ｒ
Ｃ
週
刊
全
点
案
内
よ
り
転
載

　

図
書
館
内
に
、
季
節
や

旬
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
本

な
ど
を
ご
紹
介
す
る
「
特

集
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
月
替
わ
り
で
職

員
が
本
を
選
び
、
そ
れ
ぞ

れ
大
人
向
け
・
子
ど
も
向

け
の
２
つ
の
特
集
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん

に
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
色
々
な
特
集
展
示
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　

た
ね
は
、
明
治
18
年
（
１
８
８
５
年
）
１

月
に
福
田
豊
吉
・
チ
ヨ
の
長
女
と
し
て
東
高

橋
村
（
現
在
の
大
字
東
高
橋
栄
町
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
本
籍
地
は
父
・
豊
吉
の
実
家
が

あ
る
日
光
市
に
あ
り
ま
す
。
た
ね
を
語
る
際

は
、
豊
吉
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま

せ
ん
。

　

豊
吉
は
日
光
で
生
ま
れ
育
ち
、
幼
い
頃
か

ら
勉
学
に
励
み
教
員
免
許
を
取
得
、
小
学
校

で
熱
心
に
教
き
ょ
う
べ
ん
鞭
を
執
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

「
三
余
学
会
」
を
主
宰
し
、
地
域
の
青
年
女

子
に
教
育
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
豊
吉
は
、
娘
た
ね
が
絵
を
習
い
た
い

と
言
っ
て
き
た
と
き
「
こ
れ
か
ら
の
世
の
中

は
女
の
子
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
勉
強
し
知

識
・
教
養
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
く
思
い
、
た
ね
の
思
い
を
全
面
的
に
支

援
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ね
は
明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）
16
歳

で
親
元
を
離
れ
て
日
光
の
五
百
城
文
哉
の
画

塾
に
入
門
し
、
そ
こ
に
は
10
数
名
の
内
弟
子

が
い
ま
し
た
が
、
女
子
は
た
ね
１
人
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
頃
の
福
田
家
の
生
活
は
、
決
し
て
裕

福
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
豊
吉
は
教
師

を
辞
め
た
後
、
呉
服
商
を
営
み
肥
料
の
開
発

な
ど
も
手
が
け
ま
し
た
が
成
功
と
は
言
え

ず
、
当
時
の
住
ま
い
も
こ
の
地
方
の
農
家
に

比
べ
る
と
小
規
模
・
貧
弱
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
豊
吉
こ
そ
た
ね
の
最

大
の
支
援
者
で
あ
り
、
豊
吉
の
支
援
な
く
し

て
後
の
福
田
た
ね
は
な
く
、
ひ
い
て
は
青
木

繁
と
の
出
会
い
も
な
く
、「
海
の
幸
」「
わ
だ

つ
み
の
い
ろ
こ
の
み
や
」
な
ど
名
作
も
生
ま

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
回
は
、
福
田
た
ね
と
青
木
繁
の
出
会
い

か
ら
別
れ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▲当時の豊吉の住まい

特
集
コ
ー
ナ
ー

ヘリコプターの
ぷるたくん
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川
柳

消
費
税
日
頃
の
愚ぐ

痴ち

を
加
算
さ
れ

磯　

エ
ツ
子
（
稲
毛
田
）

顔
役
の
コ
ネ
を
頼
っ
た
願
い
ご
と

長
谷
川　

攻
（
八
ツ
木
）

同
じ
も
の
な
ど
あ
る
は
ず
の
無
い
家
族

山
本
美
枝
子
（
稲
毛
田
）

人
類
の
我わ

が

儘ま
ま

天
地
諭
し
て
る

話
よ
り
土み

や

げ産
の
メ
ロ
ン
頬ほ

お

張
り
て

白
寿
に
近
き
母
の
笑
顔
は栁　

　

治
男
（
与　

能
）

掘
り
上
げ
し
馬ば

鈴れ
い

薯し
ょ

白
く
茹ゆ

で
上
げ
て

味
を
楽
し
む
梅
雨
の
晴
れ
間
を

藤
沢　

久
夫
（
稲
毛
田
）

七
夕
は
陰
暦
が
よ
し
織
姫
は

梅
雨
の
夜
空
の
と
ば
り
に
隠
る

荷
見　

泰
一
（
芳
志
戸
）

食
欲
の
な
さ
を
暑
さ
の
せ
い
に
し
て

板
橋　

晴
子　
（
西
水
沼
）

尻
を
振
る
親
の
ま
ね
し
て
鴉

か
ら
す

の
子

稲
川　

清
子　
（
与　

能
）

俳
句

短
歌

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
身
近
な
出
来
事
や
町
に
関
す
る
要
望
・
意
見

交
番
の
灯
に
安
ら
ぎ
て
乗
り
換
え
の

バ
ス
を
待
ち
お
り
長
き
時
間
を

山
口　

タ
カ
（
祖
母
井
）

真
夜
の
雷
お
ど
ろ
か
し
た
る
老
夫
婦

大
畑
ハ
マ
子　
（
下
延
生
）

炎
天
や
壊
れ
し
ま
ま
の
長
屋
門

大
村
か
し
子（
下
高
根
沢
）

小
林　

正
孝
（
祖
母
井
）

▼
高
松
イ
ク
さ
ん
（
下
高
根
沢
）

小
林
操
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
「
町
制
施
行
60
周
年
記
念
番

組
〜
あ
の
時
こ
の
時
〜
」
を
見
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

の
こ
と
を
思
う
先
人
の
知
恵
、
知
識
、
努
力
、
苦
労

で
築
か
れ
た
当
時
の
町
の
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
発
展
し
た
現
在
の
町
の
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
を
後
世
に
語
り
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
と

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
町

の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

高
松
イ
ク
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　
町
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
運
動
教
室
の
第
１
期
生
と
し

て
、
昨
年
の
10
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
７
月
に

体
力
想
定
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
１
回
目
と
比
べ
る

と
体
脂
肪
率
が
下
が
り
筋
肉
率
が
ア
ッ
プ
、
体
力
年

齢
が
若
く
な
る
な
ど
う
れ
し
い
効
果
が
出
ま
し
た
。

　

次
の
体
力
測
定
は
来
年
１
月
に
行
う
と
の
こ
と
。

目
標
に
向
か
っ
て
自
分
の
健
康
づ
く
り
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

▼
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
体
力
や
健
康
に
不

安
の
あ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
係
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
は
が
」
や
「
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
対
す
る

ご
感
想
の
ほ
か
、
町
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
、
手
紙
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
※
連
絡
先
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼

鈴
木
モ
コ
さ
ん
（
西
高
橋
）
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　９月２１日（日）～３０日（火）の期間中、

町では交通安全意識の高揚を図るため、

街頭広報活動を実施します。

■日時・場所／①９月２４日（水）ＪＡは

が野芳賀支店南交差点②９月２５日（木）

工業団地管理センター北交差点③９月

２６日（金）旧ＪＡ水橋支所北バイパス

交差点いずれも７：３０～

　

　屋外広告物とは、常時または一定期

間継続して屋外で公衆に表示されるもの

で、看板や張り紙、のぼり旗などが含

まれます。町内に看板などを立てる場合

は、栃木県屋外広告物条例が適用され、

一部を除き許可が必要です。

　適正化旬間では、各地で広報活動や

違反屋外広告物に対する是正指導など

が実施されます。

　良好な景観形成、広告物による事故

防止のため、適正な表示をお願いします。

■日時／１０月３日（金）１０：００～１５：００

■場所／道の駅はが会議室

■内容／行政相談委員が行政に関する

相談、そのほかさまざまな相談を受け

付けます。申込不要ですので、お気軽

にお越しください。

　現在お使いの国民健康保険被保険者

証（保険証）は、９月３０日で有効期限

が切れます。

　新しい保険証の色は「藤色」です。９

月中旬に、世帯全員分を世帯主あてに緑

色の封筒で郵送しますので、受け取った

ら記載内容に間違いがないか確認してく

ださい（保険証は８月末現在の情報に基

づき作成されます）。９月中に届かない

場合はお問い合わせください。※期限切

れの保険証は、住民課や町内医療機関

などの回収箱に投かんしてください。

　なお、国民健康保険税の滞納がある

世帯には、通常の保険証よりも有効期限

が短い保険証を住民課窓口で交付しま

す。郵送はしませんのでご注意ください。

　芳賀高校跡地造成・かしの森公園整

備の工事で支障となる樹木をお譲りしま

す。希望する人はご連絡ください。なお、

町は伐採作業を行いません。ご自身で

実施または委託してください。

■対象樹木／敷地内の樹木（旧芳賀高：

ヒノキ、カシ、ケヤキなど約４５０本、か

しの森公園：ケヤキ、イチョウなど約８０本）

■費用／無料※伐採、伐根、搬出など

にかかる費用は自己負担

■申込期間／９月１日（月）～１９日（金）

■搬出期間／１１～１２月頃

■申込／電話・窓口など

　芳賀郡市の１市４町を周回コースとし

て開催する、記念すべき第１回大会の

町内ボランティアを募集します。力を合

わせて、心温まる思い出深い大会にしま

しょう。

■活動日時／１２月２１日（日）大会当日

９：３０頃～１６：００頃

■活動内容／町内マラソンコース（沿道）

の交通規制補助

■応募資格／高校生以上

■締切／９月１９日（金）

■日時／９月２１日（日）８：００集合

■場所／与能テニスコート

■参加資格／町内在住者または在勤・

通学者

■種目／①一般Ａ（高校生含む）②一

般Ｂ（初級者）③中学生男子④中学生

女子⑤小学生

■参加費／一般の部１チーム２，０００円

※小・中学生の部は無料

■申込／９月１２日（金）までに参加費を

添えて武道館へ

■期日／１１月２９日（土）雨天決行　

■場所／町総合運動公園スタート・ゴール

■申込／詳細は後日発表

町民ソフトテニス大会
武道館　　　　【☎028(677)5155】

特設行政相談
企画課情報広報係【☎028(677)6099】

国民健康保険証は１０月更新です
住民課国保年金係 【☎028(677)6038】

秋の交通安全県民総ぐるみ運動
総務課地域安全対策係
　　　　　　   【☎ 028(677)6029】

樹木をお譲りします
都市計画課都市計画係【☎028(677)6020】

「第１回はが路ふれあいマラソン」
町内走路員ボランティア募集
武道館　　       【☎028(677)5155】

お知らせ

募　集

ごみを出すときは
ルールを守りましょう

◆びんの共用コンテナはびん専用です。びん以外
のものを入れないでください。

◆びんの共用コンテナはステーション備え付けの
ものです。個人で持ち帰らないでください。

◆ごみは種類ごとに分けて置いてください。
◆ごみを出すときは、必ず回収日の当日８時３０
分までに、時間に余裕を持って出しましょう。

議会事務局　 【☎ 028(677)6023】

≪一般質問≫

①市川宗司議員

　通学路の安全対策について

②小林一男議員

　熱気球大会について

③北條勲議員

　人事管理について

　条例以外の規則等の取扱について

④増渕さつき議員

　介護保険制度の改正について

期　　日 内　　　　容

９月２日（火）開会、提案理由の説明、決算審査報告、同意案件の採決

９月４日（木）一般質問

９月５日（金）報告案件の質疑、決算認定を除く案件の質疑・討論・採決

９月８日（月）決算認定質疑・常任委員会付託、常任委員会

９月９日（火）
 ～１２日（金）

常任委員会

９月１７日（水）
常任委員長決算認定審査結果報告・委員長に対する質疑・討論・
採決、閉会

９月議会定例会日程予定

９月１日～１０日は屋外広告物
適正化旬間です
都市計画課都市計画係
　　　　　　   【☎ 028(677)6020】

町長と対話の日

９月１８日（木）　９：００～１２：００・１３：００

～１６：００　役場１階町長室

企画課情報広報係【☎028(677)6099】

行政相談・人権相談

９月１６日（火）１３：３０～１６：００

農業者トレーニングセンター

企画課情報広報係【☎028(677)6099】

心配ごと相談（前日１７：００までに電話予約）

毎週火曜日１３：３０～１６：００

農業者トレーニングセンター

社会福祉協議会　　【☎028(677)4711】

赤羽有紀子ロード制定記念
マラソン・ウオーキング大会
健康福祉課健康係【☎028(677)6042】
武道館　　　　【☎028(677)5155】

環境対策課環境対策係 【☎028(677)6041】

21 2014.9 広報はが

　ボランティアの皆さんによる、絵本や

紙芝居などの読み聞かせを行います。

■日時／９月２０日（土）１１：００～

■場所／総合情報館おはなし室

　行田市「忍城」・熊谷市国宝「歓喜院」

を訪ねます。

■日時／１０月７日（火）８：３０町民会館

集合・出発

■場所／埼玉県方面

■参加費／３，０００円（昼食代含む）

■定員／先着２６人

■申込／９月２日（火）～

　町の結婚相談員がパートナー探しをお

手伝いします。お気軽にご相談ください。

■日時／９月２８日（日）・１０月２６日

（日）・１１月３０日（日）・１２月１４日（日）

１３：００～１５：００

■場所／道の駅はが会議室

■持参物／身上書、写真

町結婚活動支援事業交付金

　婚活パーティーなどに参加すると、１

回につき支援金３，０００円を年３回まで

交付します。

■対象／町内在住の２０歳以上の未婚

の人

※詳細はお問い合わせください

日曜結婚相談所
生涯学習センター【☎ 028(677)0306】

ボランティア友の会講座
文学・歴史散歩の集い
（秋の歴史散歩）
生涯学習センター【☎028(677)0306】

イベント

講座・教室
町図書館おはなし会
総合情報館　　 【☎028(677)2525】

農作業中の事故に
注意しましょう

　トラクターやコンバインなど農業機械
を扱う際は十分注意しましょう。
◆事故はちょっとした「油断」や「気のゆ
るみ」で発生！

◆ベテランの人も「慣れ」にまかせず基
本的な確認をしっかりと！

◆作業現場周辺にいる人への注意も十分
払いましょう

◆家族内でも作業の確認と「気をつけて」
の声かけをしましょう

町認定農業者協議会（アグリ２１）事務局
 　　　　　　　 　【☎ 028(677)1110】
町農業公社　 【☎ 028(677)6048】

水沼　京子（60） 西水沼  7 / 4

小金　益平（83） 祖母井  7 / 6

中澤セツ子（78） 東水沼  7 / 5

長谷川榮子（86） 八ツ木  7 / 8

関本　秀子（93） 上延生  7 / 9

阿久津フチ（99） 下高根沢  7 / 9

菅原　　榮（81） 下高根沢  7 /12

澤山　美枝（65） 祖母井  7 /17

水沼　義行（82） 下高根沢  7 /17

矢口　一司（57） 上稲毛田  7 /16

齊藤　弘通（24） 下高根沢  7 /25

山本アヤ子（71） 下高根沢  7 / 28

小池　 一（67） 東水沼  7 / 30

７月１日～３１日届出（掲載は承諾者のみ）

菅谷　向
む

夢
む

  （　　　）与　能優　樹
　結

菅谷　虎
とら

侍
じ

  （　　　）西高橋敏　宏
由起子

樋田　沙
さ

和
わ

  （　　　）東水沼康　史
敦　子

秋山　翔
しょう

哉
や

  （　　　）東水沼晃　己
由　紀

山本　莉
り

乃
の

  （　　　）八ツ木寛　人
亜　美

加藤　孝
こうすけ

亮  （　　　）祖母井浩　志
純　子

直井　海
かい

翔
と

  （　　　）西水沼智　樹
江　美

環境対策課環境対策係【☎028(677)6041】
測定日時：８月８日（金）１６：３０　

空間放射線量測定結果

国の空間放射線量基準値０．２３（μSv/h）

調査場所
（地上高１ｍ）

測定値
（μSv/h）

芳賀東小学校（職員室前） 0.066

芳賀北小学校（職員室前） 0.071

芳賀南小学校（職員室前） 0.067

芳賀中学校（職員室前） 0.069

芳賀町工業団地管理センター
（事務室北側）

0.068

阿嶋　祐亮・向田　奈美 

祖母井

岩渕　俊彦・菊池　香織 

下延生

矢口　裕史・中川　汐莉 

下延生

山口　剛史・吉田　友美 

西水沼

小池　敏行・大塚美千代 

祖母井

吉永　忠史・清水　優子 

稲毛田

石沢　知彦・岡本　有紀 

下高根沢

荒井　文子（91） 西水沼  7 / 30

全国一斉
「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間
電話相談【☎ 0570(003)110】
９月８日（月）～１４日（日）８：３０～１９：００
（土日は１０：００～１７：００）
宇都宮地方法務局　栃木県人権擁護委員連合会

みなみ子育てサロン（西高橋改善センター） 

■日時／１日（月）１０：００～１１：４５

多世代交流サロン 

■日時／４日（木）　１０：００～１５：００

わらべうたベビーマッサージ 

■日時／４日・１１日（木）１０：３０～１１：００

ぱんだクラブ・きりんクラブ合同 

■日時／１０日（水）１０：３０～１１：４５

こあらクラブ（０歳児と保護者） 

■日時／１６日（火）１０：３０～１１：００

おでかけクラブ「益子南公園」 

■日時／２２日（月）１０：２０～１１：３０

うさぎクラブ（親子運動あそび） 

■日時／２４日（水）１０：３０～１１：４５

臨時のお休み（職員研修のため）５日（金）

おもちゃ市　委託品搬入・受付 

■日時／１１日（木）１４：００～１６：００・

１２日（金）９：１５～１０：１５

おもちゃ市【会員以外も購入可】 

■日時／１２日（金）～１３日（土）１０：

００～１４：００ 　

【貸切イベント】食改さんの料理教室（託児付き）

■日時／１８日（木）１０：００～１２：００

教室…友遊はが体験室　　　　　　

託児…子育てひろば　ぴよぴよ

【貸切イベント】９月生まれのお友だち集まれ♪

■日時／２９日（月）１０：３０～１２：００ 　

Ｔｅａサロン

■日時／毎週火・金曜日１０：３０～１５：３０

（１５：００　ラストオーダー）

ひととき保育（託児）　　　　　

■日時／予約制１０：００～１６：００

子育てガイド

子育てひろばぴよぴよ
ぴよぴよ（モテナス芳賀内）
　　　　　　    【☎ 028(677)0110】

子育て支援センターあっとほーむ
あっとほーむ（生涯学習センター内）
　　　　　　    【☎028(677)8400】
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クリーン芳賀環境美化の日
９月28日（日）
みんなで芳賀町をきれいに！
地域の清掃活動に参加しましょう������������

���

����



わが家のオンリーワンわが家のオンリーワンわが家のオンリーワン
☎

　

バ
ン
ド
を
組
み
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を

目
指
し
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中
の
矢

口
友
由
枝
さ
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し
ま
す
。
友
由
枝
さ
ん
は
、
３
人
組
ロ
ッ

ク
系
バ
ン
ド
「
モ
ノ
オ
ト
」
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リ
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ダ
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で
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カ
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し
て
い
ま
す
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さ
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に
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曲
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こ
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才
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し
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い
ま

す
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友
由
枝
さ
ん
の
実
家
は
、
モ
テ
ナ
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芳
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に
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お
母
さ
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聞
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い
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カ
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ブ
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バ
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染
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に
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中
学
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時
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指

し
始
め
て
い
た
友
由
枝
さ
ん
は
、
両
親
に
相

談
す
る
と
希
望
す
る
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校
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り
レ
ベ
ル
が
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の
高
校
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絶
対
条
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さ
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験
勉
強
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張
っ
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合
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、
高
校
卒
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後
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東
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楽
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ま
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そ
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合
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今
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バ
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「
モ
ノ
オ
ト
」
を
結
成
し
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
飲
食

店
で
働
き
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は

中
学
か
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デ
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ボ
イ
ス
ト
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ニ
ン
グ

や
作
詞
作
曲
の
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
は
「
自
分
で
見
つ
け
た
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頑
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お
ば
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ち
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あ
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皆
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「
モ
ノ
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ー
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シ
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さ
ん
（
26
歳
・
祖
母
井
）

石下尚美さん

   野菜ソムリエNAOMIの

野菜を食べよう☆
パプリカ
（ナス科トウガラシ属）

　「パプリカ」とはハンガリー語で「ピーマ
ン」の意味。ピーマンのように初めは緑色で、
太陽の光を浴びて徐々に色鮮やかに熟しま
す。形や大きさ、色もさまざまで種類は豊
富です。日本で販売されているパプリカの
９割が輸入品で、国産パプリカは貴重です。

こんな効果があります♪
◇βカロテン…赤・オレンジ・黄色は豊富
で、油と一緒に摂ることで吸収率アップ

◇ビタミンＣ…含有量はトップクラスでレ
モンの２倍、加熱しても壊れにくい

パプリカの選び方
○柔らかいものやしわが目立つものは避け
る

○重みや弾力があり、色は均一でつやがあ
り、軸の切り口が新しいものがよい

「モノオト」メンバー　　
左　：ドラム　康平　　
中央：ボーカル　ゆりえ　　
右　：ギター　剛志
ＨＰ：http://monooto.com/

甘味の強い大型ピーマン
　果肉が厚くジューシーで、苦味や青
臭さはほとんどなく生のままでもおい
しく食べられます。サラダ、ピクルス、
マリネや素焼きが最高！
≪調理例≫炒め物：チンジャオロース

揚げ物：串揚げ・
天ぷら
煮物：肉詰め・
スープ・カレー

ましゃくん（猫、オス）
　マッサージ器でマッサージされるのがお気に入り。
　毎日朝夕、おじいちゃんと一緒に散歩に行くのが
大好きで、出掛ける前はいつもおじいちゃんのこと
を待っています。

健　康　福　祉　掲　示　板

９月乳幼児健診・予防接種・相談

ドック検診の費用を助成します

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

予防接種・相談 期　日 備　　考

ＢＣＧ集団接種 11日（木）
平成 25年 9月 13日～
平成 26年 6月 12日生　
予約制

栄養相談 9日（火）予約制

こころの相談
8日（月）

予約制
17日（水）

乳幼児健診 期　日 備　　考
4カ月児健診 3日（水）平成 26年  4  月生
6カ月児相談 3日（水）平成 26年  1  月・  2  月生
10カ月児健診 10日（水）平成 25年 10月・11月生
1歳 6カ月児健診 12日（金）平成 25年  2  月・  3  月生

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

高齢者支援課地域包括支援センター
　　　　　　　　【☎ 028(677)6080】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

総合検診日程

認知症の予防と対応

※受付時間は8:00 ～11:00です。
　（1月 16日のみ受付 13:00 ～ 14:30）
※予約が済んでいない人はお申し込みください。

実施日 会　場
 9 月 4 日（木）農業者トレーニングセンター
 9 月 5 日（金）農業者トレーニングセンター
 9 月 6 日（土）農業者トレーニングセンター
 9 月 7 日（日）水橋分館
 9 月 8 日（月）水橋分館
 9 月 9 日（火）生涯学習センター
10月25日（土）生涯学習センター
10月26日（日）農業者トレーニングセンター
10月27日（月）農業者トレーニングセンター
10月28日（火）水橋分館
10月31日（金）水橋分館
11月 1 日（土）工業団地管理センター

 1 月16日（金）保健センター（子宮 ･乳 ･大腸がん検診のみ）

役場駐車場に献血バスが来ます

「体力測定」参加者募集

　16～ 69歳の健康な人の積極的なご協力をお願いします。ただ
し65歳以上の人は60 ～ 64歳の間に献血経験のある人に限り
ます。
○日時／9月29日（月）14:00 ～16:30
○受付／役場1階ロビー
○内容／全血献血（200mL、400mL）※成分献血は行いません。
○持参物／献血カード（お持ちの人のみ）、身分証明書（免許証など）
○注意事項／健康状態や服薬状況などにより献血できない場合
があります。

○対象／35歳以上75歳未満の町国民健康保険の被保険者で、
町税の滞納や所得未申告のない世帯の人
○申込期限／12月26日（金）
○受診期間／平成 27年1月31日（土）まで
○助成金額／2万円
○医療機関／芳賀赤十字病院、宇都宮記念病院、宇都宮セント
ラルクリニック、宇都宮東病院、済生会宇都宮病院、自治医科
大学健診センター、栃木県保健衛生事業団、ミヤ健康クリニッ
ク、鷲谷病院、うつのみや病院（旧称 宇都宮社会保険病院）、
藤井脳神経外科

○対象／20 ～79歳の町民　
○期日／9月7日（日）受付８：00 ～
○場所／町体育館　　　　　　　○料金／無料
○内容／体力測定、健康チェック、血管年齢測定、体組成計測定
○必要な物／体育館シューズ、運動の出来る服装、タオル、水分
補給の飲み物
○申込／9月5日（金）までに健康係へ連絡（当日受付可）

　通知が届いた人で、支給要件に該当する人は、
申請してください。
○最終受付締切日／臨時福祉給付金：10月１日（水）
○申請先／健康福祉課窓口

【予防】健康管理・閉じこもり回避
　生きがいサロンでは、介護予防の運動のほか脳
トレなども実施していますので、ぜひご参加くださ
い。少し様子が変だなと感じたら、医療機関への
早めの受診も必要です。
【対応】地域での協力・見守りが大切
　家族や親類だけでなく、地域で協力し、見守る
ことが大切です。
「認知症サポーター養成講座」
　地域やグループからの要望により実施しますの
で、ご連絡ください。
◆心配なことやわからないことがあるときは、地域
包括支援センターにご相談ください。

　大切な人を守るために、あなたにもできる行動が
あります。悩んでいる人に気付き、声をかけ、話を
聴いて、必要な支援につなげて、見守ってください。

給付金の交付申請受付中

9月10日は世界自殺予防デー
9月10日～16日は自殺予防週間です

健康福祉課福祉係【☎ 028(677)1112】
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　９月ごみカレンダー 環境対策課【☎028(677)6041】

            収集地区

分類

祖母井・稲毛田
上稲毛田・給部
芳志戸・八ツ木

上延生・下延生
与能・打越新田
東高橋・西高橋

下高根沢
東水沼

西水沼・北長島

もえるごみ 上記黒字の地区は火・金
上記色字の地区は月・木

もえないごみ・
びん類・衣類布類 5日（金） 9日（火） 10 日（水）

紙・缶類・
ペットボトル

8日（月）
25日（木）

10 日（水）
26 日（金）

9日（火）
29日（月）

家庭粗大ごみ
個別回収 24日（水）個別回収［17日（水）までに申込が必要］

業務時間 業務内容 問い合わせ

平日
8：30 ～17：15 通常業務 各課

土日祝
8：30 ～17：00

死亡届など
戸籍関係の受付のみ

日直
【☎028（677）1111】

自動
交付機

　平日　     8：30 ～17：15
（木曜日のみ8：30 ～19：15） 住民票・印鑑証明書のみ

住民課
【☎028（677）6014】

土日祝　　8：30 ～17：00

窓口一部延長（毎週木曜日）
17：15～19：15

住民票・印鑑証明書・戸籍謄
抄本の発行、印鑑登録のみ

住民課
【☎028（677）6014】

 ９月２０日（第３土曜日）
8：30 ～12：00

事前（３日前まで）に
担当課に要予約

各課

芳賀町民会館ホール
昼の部 開場14：00開演14：30 夜の部 開場18：00開演18：30

■町民会館    ■生涯学習センター ■石川商店　
■生涯学習センター水橋分館　　　■南高簡易郵便局
■セブンイレブン芳賀祖母井店　　■モンマートぬまのう
■道の駅はが ■サンクス芳賀西水沼店

町民会館【☎028(677)0009】

全席
指定

全席
自由

チケット好評発売中

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

チケット料金（前売り料金）※当日料金は各２００円増
ＳＳ席…６，０００円   Ｓ席…５，５００円　Ａ席…４，５００円

１１月３０日日

９月２１日日まで 総合情報館展示室
■休  館  日／月曜日  ※９月１５日（月・祝）は開館 ９月１６日（火）は休館
■開館時間／９：３０～１７：００  　■入  場  料／無料

総合情報館夏の特別展
町制施行６０周年記念

わが町学校のあゆみー小学校編ー

福田たねとその子供たち　絵と音楽と書の母子展

　かつて、芳賀町には９つの小
学校がありました。閉校となっ
た小学校の資料を展示し、その歩
みと共に芳賀町の歴史を振り返り
ます。

　福田たねは、旧東高橋村に生まれた女
流画家です。
　恋人の天才画家・青木繁との間に生ま
れた子・幸彦（のちの作曲家・尺八奏者
福田蘭童）、結婚した野尻長十郎との間
に生まれた四女・ヤス（のちの書道家芥
川やす子）という二人の芸術家である子

どもたちと、たねの作品・資料を、今回初めて一堂に展示します。明治
から昭和にわたるそれぞれの芸術の世界をご堪能ください。

展示室１

展示室2

総合情報館【☎028(677)2525】

大川栄策歌謡ショー
        ＆塚原哲平歌謡ショー

町制施行６０周年記念事業

９月２７日　土
芳賀町民会館

ホール開場  午後1時30分
開　　 演  午後２時00分
        （終演：午後３時 4０分予定）
＊入場対象者：芳賀町在住の６５歳以上の人。
　チケットの配布はありません。
＊バスの送迎がありますのでご利用ください。

高齢者支援課介護保険係
          【☎028(677)6015】

大川栄策歌謡ショー
        ＆塚原哲平歌謡ショー
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